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2章

日
本
経
済
と
就
業
構
造
の
変
化

第
3章

労
働
市
場
に
お
け
る
人
材
確
保
・
育
成
の
変
化
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第
3−
（
1）
−
3図
	
新
規
学
卒
入
職
率
の
推
移
（
大
企
業
） 
	

 1
38

第
3−
（
1）
−
4図
	
求
人
数
、
就
職
希
望
者
数
の
企
業
規
模
別
推
移
 	

 1
39

第
3−
（
1）
−
5図
	
若
年
雇
用
者
の
学
歴
別
正
規
比
率
（
男
女
計
） 
	

 1
40

第
3−
（
1）
−
6図
	
大
学
・
大
学
院
卒
、
高
卒
の
職
業
別
若
年
就
業
者
数
の
推
移
 	

 1
40

第
3−
（
1）
−
7図
	
産
業
別
の
大
卒
後
３
年
目
離
職
率
（
平
成
21
年
３
月
卒
）
と
各
指
標
の
関
係
 	

 1
42

第
3−
（
1）
−
8表
	
企
業
の
採
用
で
重
視
さ
れ
る
能
力
 	

 1
43

第
3−
（
1）
−
9図
	
社
会
人
基
礎
力
の
需
給
差
 	

 1
44

第
3−
（
1）
−
10
図
	
外
国
人
留
学
生
の
業
種
別
許
可
人
員
（
従
業
員
規
模
別
） 
	

 1
46

第
3−
（
1）
−
11
図
	
外
国
人
留
学
生
の
職
務
内
容
別
許
可
人
員
 	

 1
47

第
3−
（
1）
−
12
図
	
大
学
生
の
就
職
希
望
度
 	

 1
48

第
3−
（
1）
−
13
図
	
大
学
生
の
大
手
志
向
 	

 1
49

第
3−
（
1）
−
14
図
	
大
学
生
が
企
業
選
択
に
当
た
り
安
定
を
重
視
す
る
割
合
 	

 1
49

第
3−
（
1）
−
15
図
	
企
業
規
模
別
・
業
種
別
大
卒
求
人
倍
率
 	

 1
50

第
3−
（
1）
−
16
図
	
大
学
生
の
１
人
当
た
り
エ
ン
ト
リ
ー
会
社
数
 	

 1
50

第
3−
（
1）
−
17
図
	
大
学
入
学
者
に
占
め
る
非
一
般
選
抜
入
学
者
割
合
 	

 1
52

第
3−
（
1）
−
18
図
	
PI
SA
調
査
に
お
け
る
日
本
の
15
歳
児
の
総
合
読
解
力
の
習
熟
度
別
割
合
の
経
年
変
化
 	

 1
52

第
3−
（
1）
−
19
表
	
企
業
の
採
用
で
重
視
さ
れ
る
過
程
 	

 1
53

第
3−
（
1）
−
20
図
	
採
用
試
験
で
学
校
名
を
聞
か
ず
に
面
接
・
採
用
試
験
を
行
う
企
業
の
割
合
 	

 1
54

第
3−
（
1）
−
21
図
	
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
採
用
直
結
型
、
採
用
非
直
結
型
）
の
導
入
企
業
割
合
 	

 1
55

第
3−
（
2）
−
1図
	
性
・
年
齢
階
級
別
平
均
勤
続
年
数
の
国
際
比
較
（
20
11
年
） 
	

 1
56

第
3−
（
2）
−
2図
	
雇
用
者
の
勤
続
年
数
別
分
布
の
国
際
比
較
（
男
性
、
25
～
54
歳
） 
	

 1
57

第
3−
（
2）
−
3図
	
勤
続
年
数
別
に
み
た
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
国
際
比
較
（
産
業
計
） 
	

 1
58

第
3−
（
2）
−
4図
	
年
齢
階
級
別
に
み
た
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
国
際
比
較
（
産
業
計
） 
	

 1
59

第
3−
（
2）
−
5図
	
就
業
形
態
別
・
性
別
の
転
職
入
職
率
の
推
移
 	

 1
60

第
3−
（
2）
−
6図
	
一
般
労
働
者
の
企
業
規
模
別
転
職
入
職
率
の
推
移
 	

 1
61

第
3−
（
2）
−
7図
	
一
般
労
働
者
の
年
齢
階
級
別
転
職
入
職
率
 	

 1
62

第
3−
（
2）
−
8図
	
出
向
に
よ
り
入
職
し
た
者
の
企
業
規
模
間
移
動
状
況
 	

 1
63

第
3−
（
2）
−
9図
	
出
向
に
よ
り
入
職
し
た
者
の
産
業
間
移
動
状
況
 	

 1
64

第
3−
（
2）
−
10
図
	
雇
用
調
整
の
実
施
方
法
別
事
業
所
割
合
の
推
移
 	

 1
65

第
3−
（
2）
−
11
図
	
標
準
労
働
者
（
継
続
勤
務
者
）
の
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
 	

  
16
7

第
3−
（
2）
−
12
図
	
共
働
き
世
帯
数
の
推
移
 	

 1
68

コ
ラ
ム
図
	

共
働
き
か
否
か
、
行
動
の
種
類
別
生
活
時
間
の
推
移
（
週
全
体
、
夫
婦
と
子
ど
も
の
世
帯
） 
	
 1
70

第
3−
（
2）
−
13
図
	
正
社
員
の
雇
用
に
つ
い
て
の
企
業
の
考
え
方
（
企
業
規
模
別
） 
	

 1
72

第
3−
（
2）
−
14
図
	
正
社
員
の
能
力
開
発
の
方
向
付
け
別
企
業
割
合
（
企
業
規
模
別
） 
	

 1
72

第
3−
（
2）
−
15
図
	
正
社
員
の
採
用
20
年
後
在
籍
率
別
人
材
の
確
保
・
育
成
上
の
課
題
の
有
無
 	

 1
73

第
3−
（
2）
−
16
図
	
基
本
給
の
決
定
要
素
（
企
業
規
模
別
） 
	

 1
74

第
3−
（
2）
−
17
図
	
賃
金
制
度
の
見
直
し
の
内
容
 	

 1
75

第
3−
（
2）
−
18
図
	
企
業
が
重
視
す
る
賃
金
決
定
要
素
 	

 1
76

第
3−
（
2）
−
19
図
	
賃
金
制
度
の
見
直
し
項
目
（
今
後
の
実
施
予
定
企
業
が
多
い
も
の
） 
	

 1
77

第
3−
（
2）
−
20
図
	
現
在
の
会
社
で
の
就
業
希
望
 	

 1
78

第
3−
（
2）
−
21
図
	
年
齢
階
級
別
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
支
持
割
合
の
推
移
 	

 1
78

第
3−
（
2）
−
22
図
	
標
準
労
働
者
（
同
一
企
業
へ
の
継
続
勤
務
者
）
の
賃
金
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
（
企
業
規
模
別
、
男
性
） 
	  
18
0

第
3−
（
2）
−
23
図
	
学
歴
別
・
企
業
規
模
別
の
新
卒
入
職
者
数
の
推
移
 	

 1
81

第
3−
（
3）
−
1図
	
雇
用
形
態
別
雇
用
者
数
の
推
移
 	

 1
84

第
3−
（
3）
−
2表
	
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
動
向
（
20
02
年
と
20
12
年
） 
	

 1
84

第
3−
（
3）
−
3図
	
非
正
規
雇
用
労
働
者
数
の
変
化
要
因
 	

 1
87

第
3−
（
3）
−
4表
	
転
職
就
業
者
数
の
従
業
上
の
地
位
の
変
化
 	

 1
89

第
3−
（
3）
−
5図
	
性
・
産
業
・
雇
用
形
態
別
雇
用
者
数
の
推
移
 	

 1
91

第
3−
（
3）
−
6図
	
非
正
規
雇
用
労
働
者
比
率
変
化
の
要
因
分
解
 	

 1
92

第
3−
（
3）
−
7図
	
非
正
社
員
に
任
せ
る
仕
事
（
量
的
側
面
、
質
的
側
面
）
の
近
年
の
推
移
 	

 1
93

第
3−
（
3）
−
8図
	
今
後
の
正
社
員
・
非
正
社
員
の
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
考
え
方
 	

 1
94

第
3−
（
3）
−
9表
	
雇
用
者
に
占
め
る
勤
続
年
数
５
年
超
の
有
期
契
約
労
働
者
の
推
計
 	

 1
95

第
3−
（
3）
−
10
図
	
正
社
員
に
な
り
た
い
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
割
合
 	

 1
97

第
3−
（
3）
−
11
図
	
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
属
性
別
分
布
の
試
算
①
 	

 1
98

第
3−
（
3）
−
12
表
	
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
属
性
別
分
布
の
試
算
②
 	

 1
99

第
3−
（
3）
−
13
図
	
雇
用
者
の
内
訳
 	

 2
01
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付
1−
（
1）
−
1表
	
日
本
の
景
気
基
準
日
付
 	

 2
21

付
1−
（
1）
−
2表
	
求
人
・
求
職
の
推
移
（
季
節
調
整
値
） 
	

 2
21

付
1−
（
1）
−
3表
	
長
期
失
業
率
と
完
全
失
業
率
の
推
移
 	

 2
22

付
1−
（
1）
−
4表
	
失
業
類
型
別
仕
事
に
つ
け
な
い
理
由
 	

 2
23

付
1−
（
1）
−
5表
	
世
帯
主
と
の
関
係
別
１
世
帯
当
た
り
１
か
月
間
の
収
入
 	

 2
24

付
1−
（
1）
−
6表
	
鉱
工
業
出
荷
内
訳
の
推
移
 	

 2
25

付
1−
（
1）
−
7表
	
製
造
業
就
業
者
数
の
推
移
（
季
節
調
整
値
） 
	

 2
26

付
1−
（
1）
−
8表
	
産
業
別
新
規
求
人
数
の
対
前
年
増
減
率
 	

 2
27

付
1−
（
1）
−
9表
	
20
11
年
と
労
働
力
率
、
就
業
率
、
人
口
に
占
め
る
役
員
を
除
く
雇
用
者
の
比
率
が
同
一
で

	
あ
っ
た
場
合
と
20
12
年
の
実
績
と
の
差
 	

 2
27

付
1−
（
1）
−
10
表
	
産
業
別
定
年
制
の
定
め
方
企
業
割
合
、
65
歳
以
上
定
年
割
合
 	

 2
27

付
1−
（
1）
−
11
表
	
企
業
規
模
別
の
障
害
者
雇
用
の
状
況
（
20
12
年
６
月
１
日
現
在
）
	

 2
28

付
1−
（
1）
−
12
表
	
外
国
人
の
雇
用
状
況
	

 2
28

付
1−
（
1）
−
13
表
	
産
業
別
・
外
国
人
雇
用
事
業
所
数
及
び
外
国
人
労
働
者
数
 	

 2
28

付
1−
（
2）
−
1表
	
産
業
・
事
業
所
規
模
別
の
賃
金
 	

 2
29

付
1−
（
2）
−
2表
	
産
業
・
事
業
所
規
模
別
賞
与
支
給
状
況
 	

 2
29

付
1−
（
2）
−
3表
	
現
金
給
与
総
額
に
占
め
る
特
別
給
与
の
割
合
 	

 2
30

付
1−
（
2）
−
4表
	
産
業
・
事
業
所
規
模
別
の
労
働
時
間
 	

 2
30

付
1−
（
3）
−
1表
	
品
目
別
国
内
企
業
物
価
指
数
の
推
移
 	

 2
31

付
1−
（
3）
−
2表
	
消
費
者
物
価
指
数
の
推
移
 	

 2
31

付
1−
（
3）
−
3表
	
家
計
主
要
項
目
（
二
人
以
上
の
世
帯
の
う
ち
勤
労
者
世
帯
） 
	

 2
32

付
1−
（
4）
−
1表
	
20
13
年
春
季
労
使
交
渉
に
お
け
る
産
業
別
組
織
の
主
な
要
求
一
覧
 	

 2
32

付
1−
（
4）
−
2表
	
産
業
別
労
働
組
合
員
数
 	

 2
34

付
2−
（
1）
−
1表
	
第
１
次
、
第
２
次
、
第
３
次
産
業
別
国
内
総
生
産
構
成
比
の
推
移
 	

 2
35

付
2−
（
1）
−
2表
	
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
の
推
移
 	

 2
35

付
2−
（
2）
−
1表
	
産
業
別
就
業
者
構
成
変
化
の
大
き
さ
の
推
移
 	

 2
36

付
2−
（
2）
−
2表
	
主
た
る
業
種
別
、
雇
用
者
規
模
別
手
が
け
る
事
業
数
、
事
業
転
換
企
業
割
合
 	

 2
37

付
2−
（
2）
−
3表
	
産
業
別
、
職
業
別
就
業
者
構
成
割
合
（
20
12
年
） 
	

 2
37

付
2−
（
3）
−
1表
	
女
性
非
農
林
業
自
営
業
主
数
の
推
移
 	

 2
38

付
2−
（
3）
−
2表
	
起
業
時
及
び
起
業
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
課
題
 	

 2
38

付
2−
（
4）
−
1表
	
地
方
自
治
体
が
雇
用
創
出
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
産
業
 	

 2
39

付
2−
（
4）
−
2表
	
為
替
の
動
向
 	

 2
40

付
2−
（
4）
−
3表
	
海
外
事
業
の
展
開
状
況
と
今
後
の
戦
略
 	

 2
41

付
2−
（
4）
−
4表
	
海
外
立
地
と
比
較
し
て
の
国
内
立
地
選
定
理
由
別
選
択
件
数
（
新
設
） 
	

 2
41

付
2−
（
4）
−
5表
	
製
造
業
事
業
所
が
現
在
の
場
所
に
立
地
し
て
い
る
理
由
 	

 2
41

付
2−
（
4）
−
6表
	
国
際
競
争
力
指
標
か
ら
み
た
立
地
競
争
力
 	

 2
41

付
2−
（
4）
−
7表
	
海
外
生
産
機
能
保
有
後
に
国
内
生
産
拠
点
で
強
化
し
た
機
能
 	

 2
42

付
2−
（
4）
−
8表
	
国
内
に
お
け
る
正
社
員
・
非
正
社
員
の
部
門
別
見
通
し
（
５
年
後
） 
	

 2
42

付
2−
（
4）
−
9表
	
今
後
の
国
内
生
産
拠
点
に
つ
い
て
の
考
え
 	

 2
42

付
2−
（
4）
−
10
表
	
中
核
的
技
能
者
の
確
保
方
法
 	

 2
42

付
2−
（
4）
−
11
表
	
中
核
的
技
能
者
の
育
成
に
向
け
た
取
組
 	

 2
42

付
2−
（
4）
−
12
表
	
中
核
的
技
能
者
の
不
足
感
 	

 2
42

付
2−
（
4）
−
13
表
	
企
業
の
海
外
展
開
を
進
め
る
上
で
、
国
に
求
め
る
支
援
 	

 2
43

付
2−
（
4）
−
14
表
	
日
本
人
技
能
者
の
海
外
企
業
へ
の
流
出
 	

 2
43

付
2−
（
4）
−
15
表
	
世
帯
主
の
年
齢
階
級
別
年
間
収
入
 	

 2
43

付
2−
（
4）
−
16
表
	
新
産
業
分
野
へ
の
参
入
状
況
 	

 2
43

付
2−
（
4）
−
17
表
	
転
職
者
の
前
職
産
業
と
現
職
産
業
の
関
係
 	

 2
43

付
2−
（
4）
−
18
表
	
今
後
３
年
間
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
事
業
再
編
を
行
う
理
由
 	

 2
44

付
2−
（
4）
−
19
表
	
今
後
３
年
間
の
事
業
展
開
の
国
内
雇
用
者
総
数
へ
の
影
響
見
通
し
 	

 2
44

付
2−
（
4）
−
20
表
	
交
易
条
件
の
推
移
 	

 2
45

付
3−
（
1）
−
1表
	
入
職
状
況
の
推
移
（
男
女
計
、
1,0
00
人
以
上
、
一
般
労
働
者
） 
	

 2
46

付
3−
（
1）
−
2表
	
標
準
労
働
者
の
年
齢
階
級
別
学
歴
賃
金
比
率
（
大
卒
／
高
卒
） 
	

 2
46

付
3−
（
1）
−
3表
	
若
年
者
（
15
～
24
歳
）
の
完
全
失
業
率
の
国
際
比
較
 	

 2
46

第
1章

労
働
経
済
の
推
移
と
特
徴

第
2章

日
本
経
済
と
就
業
構
造
の
変
化

第
3章

労
働
市
場
に
お
け
る
人
材
確
保
・
育
成
の
変
化

付
属
統
計
表
索
引
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付
3−
（
1）
−
4表
	
新
入
社
員
と
上
司
・
先
輩
の
会
社
や
社
会
に
対
す
る
意
識
 	

 2
47

付
3−
（
1）
−
5表
	
若
年
者
の
正
社
員
採
用
に
当
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